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2022/23シーズンの
インフルエンザワクチンの供給等について
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研 究 開 発 及 び 生 産 ・ 流 通 部 会 資料
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インフルエンザワクチンの供給量の年次推移

※１ 平成７年以前の使用量は不明 ※２ １mL換算としたときの本数（１本当たり成人２回分）

万本

３価ワクチン

令和４年度のワクチンの供給量は、記録がある中で過去最大の約3,521万本（成人では約7,042万回分）となる見込み

（記録がある中で過去最大であった令和２年度の使用量（約3,274万本）と比べても約7.5％多い量）

４価ワクチン

3,521【令和４年８月現在】



インフルエンザワクチンの累積供給量（週次）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

９
月

５
週

1
0
月

１
週

1
0
月

２
週

1
0
月

３
週

1
0
月

４
週

1
1
月

１
週

1
1
月

２
週

1
1
月

３
週

1
1
月

４
週

1
2
月

１
週

1
2
月

２
週

1
2
月

３
週

1
2
月

４
週

1
2
月

５
週

１
月

１
週

１
月

２
週

１
月

３
週

１
月

４
週

２
月

１
週

２
月

２
週

２
月

３
週

２
月

４
週

３
月

１
週

３
月

２
週

３
月

３
週

３
月

４
週

平成30年度 令和元年度

令和２年度 令和３年度

令和４年度

3注１） 供給量は、いずれも1mL換算 注２） 週の表示は金曜日を基準としている（例えば、９月５週は9/30時点の供給量を示している）

万本

令和４年度は９月末の時点で約1,670万本が出荷される予定で、早期に多くの量のワクチンが出荷される見込み。

約1,670万本

【令和４年８月現在】



今シーズン（2 0 2 2 / 2 3）のインフルエンザワクチンの供給に係る対応

• 厚生労働省からの働きかけを受け、ワクチンメーカーにより増産の努力が図られ、今シーズンのインフル

エンザワクチンの供給見込み量（約3,521万本、成人では約7,042万回分）は、記録の残る中で過去最多。

• 今年度は令和２年度と同様にワクチンの出荷が早く、例年の接種開始（10月１日）時点の供給量見込み量

は約1,670万本（成人では約3,340万回分）であり、65歳以上の高齢者（約3,640万人）の約９割が１回ず

つ接種できる量に相当する。

今シーズンのインフルエンザワクチンの供給について

• 今シーズンは記録の残る中で過去最多の供給量が確保できたが、南半球のオーストラリアでは例年よりも

数か月早くインフルエンザの流行が確認されたことや、新型コロナウイルス感染症と症状の類似した疾患

による医療負荷を軽減する観点から、インフルエンザ予防への啓発が重要であり、ワクチンの需要が高ま

る可能性が考えられる。

• ワクチンの効率的な使用等に係る取り組みとして、昨年度と同様に、ワクチンの効率的な使用等について

医療現場へ働きかけを行うこととしてはどうか。

• その他、インフルエンザの重症化予防の効果が大きい集団におけるワクチンの接種機会確保に関する方策

等も検討中。
 厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会 予防接種基本方針部会及び感染症部会の合同部会での議論を想定

今シーズンの対応（案）
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（昨年の取組） インフルエンザワクチンの効率的な使用と安定供給を推進するため、2020/21シーズンまでと同様に、
・ 13歳以上の方は原則１回注射としていただくこと
・ 必要量に見合う量のワクチンを購入いただくこと
などについて、医療機関に要請する等の取り組みを継続することとした。
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2 0 2 2 / 2 3シーズン向けインフルエンザワクチン製造株

基
本
的
な
流
れ

WHOで推奨
（型毎に複数
株推奨）

国内メーカーで
増殖性等の

製造効率を確認
（1～2カ月）

製造効率を含め
感染研で検討

（型毎に複数株を
順位付け）

厚生科学審議会で
製造株（型毎に単一株）

を検討
（インフル株小委員会）

国内
メーカー
で製造

9月下旬から
販売開始

WHOの推奨については、例年並み
の2022年2月25日に公表された。

亜型 ワクチン製造株
製造効率

（2022/4/7小委員会報告時点）

Ａ型
Ｈ１Ｎ１

A/ビクトリア/1/2020 (IVR-217)
（2021/22シーズンの製造株と同一株）

38.5 µgHA/卵
（対前年比：1.00）

Ａ型
Ｈ３Ｎ２

A/ダーウィン/9/2021（SAN-010）
（2021/22シーズンの製造株から変更）

49.8 µgHA/卵
（対前年比：1.59）

Ｂ型
ビクトリア系統

B/オーストリア/1359417/2021（BVR-26）
（2021/22シーズンの製造株から変更）

44.9 µgHA/卵
（対前年比：0.98）

Ｂ型
山形系統

B/プーケット/3073/2013
（2021/22シーズンの製造株と同一株）

48.0 µgHA/卵
（対前年比：1.00）

2022年4月7日の審議を踏まえて、
以下のとおり製造株を決定。
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インフルエンザワクチン製造の特徴

〇 WHOが新規のワクチン製造株を２株（A/H3N2とB/ビクトリア系統）推奨した現状において、その
影響を最小限に留めるには、４月のできるだけ早い時期にこれら２株の製造株を確定する必要がある。

Ａ
型

Ｂ
型 山形系統の原液

ビクトリア系統の原液

H3N2の原液

H1N1の原液

ロット１ ロット２ ロット３ ロット４ ・・・

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

原液製造（有精卵（鶏卵）内でウイルスの培養→ウイルス採取・精製→不活化）

製剤化・品質確認・国家検定

市場への供給

原液製造 （山形系統）

原液製造（H1N1 ）

原液製造（ビクトリア系統）

原液製造（ H3N2 ）

製剤化 ロット１

製剤化 ロット２

製剤化 ロット３
原液の製造効率はワクチン製造株のウイルスが一定期間中に、

１つの有精卵の中で産生する有効成分（HA）量に依存

2 0 ２ ２ （ 令 和 ４ ） 年 4 月 ７ 日
季節性インフルエンザワクチンの製造株
について検討する小委員会 【資料１】
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（参考）年齢 /年齢群別のインフルエンザ予防接種状況，2 0 2 0 / 2 1シーズン
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出典：
https://www.niid.go.jp/niid/ja/y-graphs/11278-flu-yosoku-vaccine2021.html


